








要約:現在の家庭は親と子供のいわゆる核家族が一般的で、病児が入院した場合その同胞

の育児には多くの問題が生じる。病児の家族の悩みの一つが病児の入院中の同胞をどうす

るかという問題である。当センターでは入院中の病児の面会時に同胞の託児を試みたので

その問題点を検討した。場所は院内会議室を利用しボランティア 2 名と看護婦 1 名で週 1

回実施した。平成 4 年 5 月から平成 6 年 12 月までに実数で 263 名の託児を行なった。家

族にはきわめて好評であったが、担当者と場所の確保には困難が多く、回数や時間の延長

などの家族の要望に答えるためには何らかの制度的なバックアプが必要と考えられた。


